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市
民
の
想
い
を
込
め
た
道ビ
ジ
ョ
ン標
を
つ
く
り
、

市
全
体
を
盛
り
上
げ
る
魅
力
あ
ふ
れ
た
駅
周
辺
の
整
備
へ
。

～
那
須
塩
原
駅
周
辺
の
方
向
性
を
示
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
～
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プロジェクト 7

ビジョン
プロジェクト 6

ビジョン
プロジェクト 5

ビジョン
プロジェクト 4

ビジョン
プロジェクト 3

ビジョン
プロジェクト 2

ー基本コンセプトー

住む人・来る人が
共に拓き、育む
栃木県北の拠点時代に時代に

選ばれる選ばれる
まちまち

人と共に人と共に
成長する成長する
まちまち

市民が愛し市民が愛し
誇れるまち誇れるまち

歴史・文化を歴史・文化を
感じるまち感じるまち

個性を個性を
感じるまち感じるまち

新たな行政の新たな行政の
在り方を在り方を
示すまち示すまち

自然と自然と
テクノロジーがテクノロジーが
調和するまち調和するまち

ひ ら

那
須
塩
原
駅
前
を
魅
力
的
に
す
る
こ
と
は
、
本
市
、
那
須
地
域
全
体
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
。

我
々
は
、
観
光
客
が
駅
周
辺
に
来
た
く
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

住
民
自
身
が
考
え
、
誇
り
、
語
れ
る
エ
リ
ア
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

多
く
の
市
民
の
思
い
や
考
え
、
発
見
や
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
た

「
那
須
塩
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」を
令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
た
。

那須塩原駅周辺まちづくりビジョン

有識者会議

那須塩原駅周辺まちづくりビジョン

市民懇談会

那須塩原駅周辺まちづくりビジョン

オンラインワークショップ
グループインタビュー

令和3年3月

策定
プロセス

R2.11

R2.9～10

R2.8～R3.1

那須塩原駅周辺まちづくりビジョン

市民意識調査・アンケート

渡辺市長1期目の公約事業の1事業である「那須
塩原駅周辺まちづくりビジョン策定事業」にお
いて、那須塩原駅周辺まちづくりにおける方向
性を明らかにするため、有識者会議を設置。計
8回の議論を経て、那須地域全体を俯瞰し、那
須塩原駅周辺の現状、あるべき姿
などを報告書としてとりまとめた。
まちづくりビジョンを検討する上
での基本方針となる。

那須塩原駅周辺まちづくりビジョンの
策定に当たって、市民の意見や提案を
反映するため、市民、事業者、学識経
験者、各分野の地縁団体などで組織す
る懇談会を設置。おのおのが思い描く
駅周辺のあり方を計3回議論し、ビジョ
ンの素案に反映。

市民の描く駅周辺の将来像を練り上げることを
目的に、グループ討論型のワークショップとグ
ループインタビューを宇都宮大学と連携して開
催。「ロータリーから500メートルは車侵入禁止」
「駅前広場や道を使ってプレミアムフライデー」
など、ユニークかつ具体的な意見が出ていた。

高校生2,470人、15歳以上の市民2,000人を
それぞれ対象としたアンケートを実施。現
状の駅周辺に感じる印象や思い描く駅周辺
の将来像などに関する市民の
意識を把握し、市民懇談会で
の議論やビジョンの素案を検
討する上での基礎資料として
活用。

R1.10～R3.3

策定

那須塩原駅周辺
まちづくりビジョン

有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ
基
本
方
針
決
定

　
何
か
を
決
め
る
に
も
、
大
枠
の
方
向
性

　
何
か
を
決
め
る
に
も
、
大
枠
の
方
向
性

を
決
め
な
け
れ
ば
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
き
ま

を
決
め
な
け
れ
ば
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
き
ま

せ
ん
。
渡
辺
市
長
１
期
目
の
公
約
事
業
と

せ
ん
。
渡
辺
市
長
１
期
目
の
公
約
事
業
と

し
て
、
那
須
塩
原
駅
周
辺
の
整
備
の
方
向

し
て
、
那
須
塩
原
駅
周
辺
の
整
備
の
方
向

性
を
検
討
す
る
有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ

性
を
検
討
す
る
有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
東
京
都
市
大
学
特
別
教

　
メ
ン
バ
ー
は
、
東
京
都
市
大
学
特
別
教

授
・
授
・
涌涌わ

く
い

わ
く
い井井
史史し

ろ
う

し
ろ
う郎郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
学
識

氏
を
は
じ
め
と
す
る
学
識

経
験
者
４
名
と
渡
辺
市
長
。
計
８
回
の
会

経
験
者
４
名
と
渡
辺
市
長
。
計
８
回
の
会

議
で
は
、
市
内
各
所
の
視
察
、
民
間
の
開

議
で
は
、
市
内
各
所
の
視
察
、
民
間
の
開

発
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い

発
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
議
論
が

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
結
果
は
、

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
結
果
は
、

最
終
的
に
目
指
す
べ
き
姿
を
議
論
す
る
た

最
終
的
に
目
指
す
べ
き
姿
を
議
論
す
る
た

め
の
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

め
の
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
市
民
意
向
を
反
映

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
市
民
意
向
を
反
映

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中

で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
さ
ま
ざ

で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
さ
ま
ざ

ま
な
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

ま
な
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、
市
民
の
意
識
・
意

　
主
な
も
の
と
し
て
、
市
民
の
意
識
・
意

向
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

向
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
市
民
を
中
心
と
し
た
懇
談
会
で
の
議

査
、
市
民
を
中
心
と
し
た
懇
談
会
で
の
議

論
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
に
取
り
入
れ
た
オ

論
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
に
取
り
入
れ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ

ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
。
場
面
場
面
で
出
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
。
場
面
場
面
で
出
た

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
ビ

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

那須塩原駅周辺まちづくりビジョン

パブリックコメント

R2.12～R3.1

は、いずれも実施年月を示す。


